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本
鉄
リ
サ
イ
ク
ル
工
業
会
は
先
月
15

日
、
神
戸
市
の
神
戸
ポ
ー
ト
オ
ア
シ
ス
で

国
際
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
委
員
会
主
催
の
「
第

8
回
国
際
鉄
リ
サ
イ
ク
ル
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

を
開
催
し
た
。「
鉄
リ
サ
イ
ク
ル
ビ
ジ
ネ
ス

は
よ
り
グ
ロ
ー
バ
ル
に
」
を
全
体
テ
ー
マ

に
掲
げ
、
ア
ジ
ア
か
ら
中
国
廃
鋼
鉄
応
用

協
会
、
韓
国
鉄
鋼
協
会
、
韓
国
鉄
鋼
資
源

協
会
が
参
加
し
た
ほ
か
、
世
界
第
3
位
の

金
属
リ
サ
イ
ク
ル
企
業
で
世
界
12
カ
国
に

ヤ
ー
ド
拠
点
を
構
え
る
香
港
の
グ
ロ
ー
バ

ル
リ
サ
イ
ク
ル
企
業
「
斉
合
環
保
集
団
」

や
欧
米
の
鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ
マ
ー
ケ
ッ
ト
調

査
会
社
を
招
へ
い
。
前
回
の
国
際
フ
ォ
ー

ラ
ム
で
は
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
な
ど
西
ア
ジ

ア
市
場
に
焦
点
を
あ
て
、
今
フ
ォ
ー
ラ
ム

で
は
初
め
て
Ｅ
Ｕ
・
ト
ル
コ
を
中
心
と
し

た
鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
詳
細
が

報
告
さ
れ
る
な
ど
さ
ら
に
マ
ー
ケ
ッ
ト
の

視
野
を
広
げ
る
と
と
も
に
、
中
国
雑
品
事

情
な
ど
業
界
の
注
目
度
が
高
い
最
新
情
報

も
発
表
さ
れ
た
。

デ
イ
ヴ
ィ
ス
・
イ
ン
デ
ッ
ク
ス

社
の
シ
ョ
ー
ン
・
デ
ヴ
ィ
ッ
ド
ソ

ン
社
長
は
Ｅ
Ｕ
を
は
じ
め
と
す
る

世
界
の
鉄
リ
サ
イ
ク
ル
マ
ー
ケ
ッ

ト
に
つ
い
て
講
演
。
デ
ヴ
ィ
ッ
ド

ソ
ン
社
長
は
鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ
に
特

化
し
た
調
査
を
長
年
継
続
し
て
実

施
し
て
お
り
、
鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ
の

国
際
的
動
向
を
世
界
に
発
信
し
て

い
る
。

講
演
で
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
ト

ル
コ
と
い
う
世
界
最
大
の
鉄
ス
ク

ラ
ッ
プ
輸
入
国
が
あ
る
こ
と
に
注

目
。
28
カ
国
で
構
成
さ
れ
る
Ｅ
Ｕ

を
ひ
と
つ
の
�
国
�
と
し
て
捉
え

る
と
、
年
間
輸
出
量
は
2
1
0
0

万
㌧
と
な
り
、
ア
メ
リ
カ
の
同
1

7
0
0
万
㌧
を
超
え
て
世
界
最
大

の
輸
出
�
国
�
と
な
る
点
を
指
摘

し
た
。「
現
在
の
Ｅ
Ｕ
は
ト
ル
コ
向

け
の
輸
出
が
メ
イ
ン
と
な
っ
て
い

る
が
、
今
後
、
輸
出
の
相
手
を
拡

大
し
て
い
く
」と
述
べ
、
イ
ン
ド
、

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
、
パ
キ
ス
タ
ン

と
い
っ
た
南
西
ア
ジ
ア
マ
ー
ケ
ッ

ト
へ
の
輸
出
を
拡
大
し
て
い
く
方

針
だ
と
し
た
。

Ｅ
Ｕ
の
Ｐ
Ｍ
Ｉ
（
購
買
担
当
者

景
気
指
数
）
は
貿
易
摩
擦
・
自
動

車
産
業
の
低
迷
か
ら
、
下
落
傾
向

に
あ
る
と
指
摘
。
な
か
で
も
Ｅ
Ｕ

28
カ
国
の
な
か
で
2
番
目
に
鉄
ス

ク
ラ
ッ
プ
を
消
費
し
て
い
る
ド
イ

ツ
で
は
（
1
位
は
イ
タ
リ
ア
）、米

中
貿
易
摩
擦
等
の
影
響
で
製
造
業

が
縮
小
し
、
国
内
の
自
動
車
需
要

が
減
速
し
て
い
る
と
し
た
。「
鋼
板

価
格
の
下
げ
基
調
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
か
ら
ト
ル
コ
・
北
ア
フ
リ
カ
・

東
南
ア
ジ
ア
な
ど
へ
の
輸
出
増
加

に
つ
な
が
る
だ
ろ
う
」と
述
べ
た
。

そ
の
う
え
で
、
イ
ギ
リ
ス
や
オ
ラ

ン
ダ
が
ベ
ト
ナ
ム
へ
の
輸
出
量
を

増
加
さ
せ
て
い
る
こ
と
を
語
っ

た
。
ベ
ト
ナ
ム
は
日
本
に
と
っ
て

も
主
な
鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ
の
輸
出
先

と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後

日
本
の
輸
出
業
者
は
Ｅ
Ｕ
諸
国
と

競
合
し
て
い
く
可
能
性
が
非
常
に

高
い
こ
と
を
示
唆
し
た
。

さ
ら
に
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
は

19
年
9
月
に
月
間
10
万
㌧
の
生
産

能
力
が
追
加
さ
れ
る
見
込
み
で
あ

る
と
述
べ
、
従
来
の
月
間
3
カ
ー

ゴ
分
の
需
要
か
ら
、
同
5
バ
ル
ク

カ
ー
ゴ
分
の
需
要
と
な
る
こ
と
を

予
測
。
同
国
は
鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ
の

約
25
％
を
コ
ン
テ
ナ
で
輸
入
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
運
賃
コ
ス

ト
が
重
要
に
な
っ
て
く
る
と
話
し

た
。講

演
で
は
イ
ン
ド
に
も
言
及
。

同
国
は
ダ
ラ
イ
粉
と
鋳
造
用
ス
ク

ラ
ッ
プ
の
需
要
が
高
ま
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、「
他
国
よ
り
も
よ
い
条

件
の
価
格
設
定
を
し
て
、
輸
入
を

促
進
し
て
い
る
」
と
し
、「
日
本
の

輸
出
業
者
は
イ
ン
ド
に
よ
り
注
目

す
べ
き
」
だ
と
主
張
し
た
。

最
後
に
、
足
元
の
鉄
ス
ク
ラ
ッ

プ
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
お
け
る
最
大
の

懸
念
は
、
世
界
鉄
鋼
生
産
が
年
間

4
億
㌧
の
生
産
過
剰
に
あ
る
と
い

う
点
だ
と
主
張
。
世
界
の
鉄
鋼
消

費
の
伸
び
率
は
19
―
20
年
と
1
％

前
後
の
増
加
傾
向
で
推
移
す
る
と

予
測
さ
れ
て
い
る
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
フ
ァ
ン
ダ
メ
ン
タ
ル
ズ
（
基

礎
的
需
要
）
が
現
在

低
迷
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

で
の
鉄
鋼
消
費
の
伸

び
率
は
マ
イ
ナ
ス
に

な
る
だ
ろ
う
と
予
想

し
、
継
続
す
る
米
中

貿
易
摩
擦
が
世
界
の

鉄
リ
サ
イ
ク
ル
マ
ー

ケ
ッ
ト
に
ネ
ガ
テ
ィ

ブ
な
影
響
を
与
え
る

だ
ろ
う
と
語
っ
た
。

「『
中
国
は
な
ぜ
廃
棄
物
の
輸
入

を
禁
止
し
た
の
か
』
と
い
う
問
い

か
け
に
対
し
、
私
は
い
つ
も
『
中

国
の
青
空
を
守
る
た
め
だ
』
と
答

え
て
い
る
。
中
国
で
は
グ
リ
ー
ン

・
フ
ェ
ン
ス
活
動
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル

ソ
ー
ド
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
展
開
に

よ
り
段
階
的
に
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
や

紙
な
ど
の
廃
棄
物
輸
入
を
禁
止
し

て
き
た
。
特
に
2
0
1
7
年
以
降

は
国
務
院
、
発
展
改
革
委
員
会
の

下
、
資
源
循
環
の
重
要
性
の
強
調

と
と
も
に
ご
み
の
輸
入
禁
止
な
ど

の
措
置
の
実
行
性
を
強
め
て
い

る
。
中
国
の
再
生
産
業
は
、
所
得

水
準
向
上
に
伴
い
理
念
の
ア
ッ
プ

グ
レ
ー
ド
が
行
わ
れ
る
と
い
う
考

え
に
基
づ
き
、
5
段
階
の
分
類
で

発
展
し
て
お
り
、
現
在
は
有
害
廃

棄
物
の
無
害
化
処
理
が
行
わ
れ
る

第
3
段
階
。
日
本
や
欧
州
は
段
階

的
リ
サ
イ
ク
ル
、
埋
め
立
て
管
理

が
行
わ
れ
る
第
4
段
階
に
位
置
付

け
ら
れ
る
。
ド
イ
ツ
な
ど
で
は
新

製
品
の
設
計
、
開
発

段
階
に
お
い
て
、
最

終
的
な
統
合
資
源
化

を
見
込
ま
な
け
れ
ば

市
場
投
入
が
難
し
く

な
っ
て
い
る
社
会
も

あ
り
、
我
々
も
そ
の

ス
テ
ー
ジ
を
目
指
し

て
い
る
」

「
銅
ス
ク
ラ
ッ
プ

産
業
は
70
年
台
に
日

本
、
80
年
代
に
台

湾
、
90
年
以
降
中
国

が
主
体
と
な
っ
て
き
た
が
、
こ
の

先
ど
こ
に
向
か
う
の
か
難
し
い
所

だ
。
中
国
で
は
雑
品
な
ど
第
7
類

に
続
き
、
今
年
7
月
か
ら
銅
・
ア

ル
ミ
原
材
料
な
ど
の
第
6
類
の
輸

入
規
制
が
行
わ
れ
る
。
た
だ
中
国

の
銅
需
要
は
今
後
も
増
加
余
地
が

大
き
く
、
短
期
的
に
も
需
給
ギ
ャ

ッ
プ
は
生
じ
る
た
め
、
足
元
で
は

精
錬
銅
の
国
内
ニ
ー
ズ
が
高
ま
る

な
ど
の
影
響
が
出
て
お
り
、
再
生

業
に
携
わ
る
身
と
し
て
チ
ャ
ン
ス

と
と
ら
え
て
い
る
。
既
に
銅
ス
ク

ラ
ッ
プ
の
一
大
解
体
地
域
で
は
、

解
体
拠
点
の
売
却
や
東
南
ア
ジ
ア

へ
の
移
転
検
討
、
海
外
パ
ー
ト
ナ

ー
と
の
協
力
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
動

き
が
あ
る
。
ま
た
20
年
か
ら
は
固

定
廃
棄
物
の
輸
入
禁
止
と
と
も
に

資
源
類
の
輸
入
法
案
が
執
行
さ
れ

る
。
資
源
類
に
含
ま
れ
な
い
銅
ス

ク
ラ
ッ
プ
は
輸
入
禁
止
の
対
象
と

な
る
た
め
、
輸
入
は
『
銅
再
生
資

源
』
の
名
目
し
か
な
い
。
中
国
は

固
定
廃
棄
物
か
ら
資
源
類
に
変
更

す
る
基
準
を
発
表
す
る
予
定
だ
」

「
ま
た
中
国
の
鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ

環
境
は
、
電
炉
比
率
が
17
年
か
ら

18
年
に
か
け
9
・
3
％
か
ら
13
％

に
伸
び
て
い
る
よ
う
に
、
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
は
大
き
い
。
18
年
の
鉄
ス

ク
ラ
ッ
プ
相
場
は
都
市
部
を
中
心

と
し
た
イ
ン
フ
ラ
建
設
に
支
え
ら

れ
、
環
境
配
慮
の
面
か
ら
も
安
定

し
て
い
た
。
た
だ
17
年
以
降
は
過

剰
な
生
産
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
ー
の
淘

汰
が
進
ん
で
お
り
、
ブ
ル
ー
・
ス

カ
イ
ポ
リ
シ
ー
の
下
、
今
後
も
品

質
の
悪
い
鉄
鋼
生
産
設
備
の
排
他

が
行
わ
れ
て
い
る
。
中
国
に
お
け

る
鋼
材
市
場
の
管
理
は
さ
ら
に
厳

し
く
な
っ
て
い
く
見
通
し
で
、
ス

ク
ラ
ッ
プ
も
そ
の
影
響
を
受
け

る
。
世
界
的
に
も
2
0
1
9
年
は

米
中
貿
易
摩
擦
な
ど
の
影
響
で
前

年
比
マ
イ
ナ
ス
要
因
が
目
立
つ
。

価
格
は
市
場
の
大
き
な
波
を
避
け

ら
れ
な
い
が
、
再
生
資
源
の
利
用

も
環
境
面
か
ら
避
け
ら
れ
な
い
ト

レ
ン
ド
で
、
わ
れ
わ
れ
は
こ
れ
か

ら
も
伸
び
て
い
く
産
業
だ
」

中
国
で
は
2
0
1
7
年
6
月
の

地
条
鋼
廃
止
で
発
生
し
た
6
0
0

0
万
㌧
の
余
剰
ス
ク
ラ
ッ
プ
の
既

存
設
備
で
の
消
費
が
進
み
、
18
年

の
国
内
ス
ク
ラ
ッ
プ
需
要
1
億
9

0
0
0
万
㌧
に
対
す
る
自
給
率
が

99
・
5
％
に
達
し
た
。「
19
年
は
市

中
ス
ク
ラ
ッ
プ
の
回
収
が
進
み
、

輸
出
入
の
必
要
は
な
く
な
る
。
こ

の
傾
向
は
当
面
続
く
と
思
わ
れ

る
」
と
の
見
通
し
を
示
し
た
。

韓
国
で
は
鋼
材
内
需
減
と
中
国

か
ら
の
輸
入
増
、
米
国
と
の
通
商

問
題
で
輸
出
も
減
退
へ
向
か
い
、

19
年
の
電
炉
生
産
シ
ェ
ア
は
「
18

年
比
で
低
下
す
る
見
通
し
」
と
い

う
。
ま
た
、
韓
国
の
ス
ク
ラ
ッ
プ

自
給
率
に
つ
い
て
は
鉄
鋼
蓄
積
量

の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら

20
年
の
自
給
率
は
92
・
8
％
、
25

年
に
は
1
0
0
％
超
え
が
予
想
さ

れ
、「
余
剰
分
に
つ
い
て
は
輸
出
に

振
り
向
け
る
だ
ろ
う
」
と
の
見
解

を
示
し
た
。
ま
た
、
台
湾
は
米
中

貿
易
摩
擦
に
よ
る
中
国
向
け
機
械

部
品
の
輸
出
減
が
影
響
し
、
19
年

の
電
炉
生
産
は
減
少
へ
向
か
う
と

予
想
し
た
。

日
本
で
は
18
年
の
粗
鋼
生
産
の

う
ち
「
転
炉
鋼
が
減
少
す
る
一
方

で
、
電
炉
鋼
が
増
加
し
た
の
が
大

き
な
特
色
」
と
し
、
18
年
の
国
内

鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ
消
費
量
は
電
炉
生

産
増
で
17
年
の
約
3
4
0
0
万
㌧

か
ら
約
3
6
0
0
万
㌧
へ
増
加
。

19
年
も
3
6
0
0
万
㌧
台
を
見
込

む
。日

本
か
ら
鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ
輸
出

に
つ
い
て
は
韓
国
に
か
わ
る
新
た

な
向
け
先
の
早
期
開
拓
と
雑
品
ス

ク
ラ
ッ
プ
問
題
を
2
つ
の
課
題
と

し
て
挙
げ
、特
に
雑
品
問
題
は「
供

給
側
だ
け
の
問
題
で
は
な
く
、
全

て
の
関
係
先
が
総
が
か
り
で
取
り

組
む
重
要
な
課
題
。
全
国
レ
ベ
ル

で
対
策
本
部
を
設
置
す
る
こ
と
も

提
案
し
た
い
」
と
呼
び
か
け
た
。

JISRI 第8回鉄リサイクル国際
フォーラム斉合環保集団報告書

再
生
資
源
利
用
は
不
可
避

斉合環保集団社長

ヘンリー・シン氏

講演
テーマ

第８回国際鉄リサイクルフォーラム第８回国際鉄リサイクルフォーラム
国際ネットワーク委員会主催

「
東
ア
ジ
ア
の
鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ
需

給
と
日
本
に
お
け
る
中
国
雑
品

輸
入
禁
止
の
影
響
に
つ
い
て
」

講演
テーマ

Ferrous : Understanding Europe

過
剰
な
世
界
鉄
鋼
生
産
を
懸
念

雑
品
問
題
、全
国
レ
ベ
ル
で
対
策

鉄リサイクリング・リサーチ社長

林誠一氏
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デイヴィス・インデックス社社長

ショーン・デヴィッドソン氏

講演
テーマ
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鋳物原材料／機械設備
建築資材

〔営業品目〕
銑鉄・鉄屑、鋳物用原材料全般
鋳造用機械、電気炉、他
ダイカスト亜鉛、投射材
ＯＡ床、ブラインド、パーティション
防潮板、ディスポーザーシステム
LED照明、ホロライト

住 所

支 店

東京都中央区入船1－4－10八丁堀プレイス4階
ＴＥＬ０３－３５５３－６０１１（代表）
ＦＡＸ０３－３５５３－６０１３
E-mail:gyoumu@ntek.co.jp
関東、東北、名古屋、大阪
http://www.ntek-1945.com/

営 業 所 静岡

代表取締役社長　中 野  行 雄

ISO 14001 認証取得
産業廃棄物処理業（収集・処理）
・環境リサイクル事業：

・各種産業機械の製造・販売・レンタル：

産業廃棄物処理（鉄鋼スラグ中間処理等）
副資材（コークス・加炭材）・冷却材の販売
鉄スクラップ・非鉄金属の買入・販売
再生骨材の販売

ブリケットマシーン「GONZO®」及びブリケット加工
バケットクラッシャー「ガラパスタ®」
各種つかみ機「ツカミーノ®」チルトフォーク等
オシレートスクリーン

・本社：東京都足立区入谷８丁目９番４号
　　　（ＴＥＬ03‐3899‐2456　ＦＡＸ03‐3897‐9208）
・工場：栃木県芳賀郡芳賀町芳賀台10番５
　　　（ＴＥＬ028‐677‐3850　ＦＡＸ028‐677‐3791）
・ホームページ　http://www.ito-shoukai.com

株式会社　伊藤商会
代表取締役　伊　藤　勝　盛

ISO14001認証取得
代表取締役社長　杉　本　義　幸

〈本　社〉　〒121-0815
東 京 都 足 立 区 島 根 1 ー 2 ー 3　
〈事業場〉　〒274-0082
千 葉 県 船 橋 市 大 神 保 町 1 3 4 3 ー 2
TEL：047-457-2121 / FAX：047-457-2122
mail：chiba@chibaseikou.co.jp

■コンクリート廃材中間処理
　□再生砕石の販売
■処理困難物
　□カブツ・大ガラ・コンクリ付鉄骨受入大歓迎
　□レッカー降ろし可

■製鋼原料（鉄スクラップ・非鉄金属）
　□産業廃棄物 収集運搬・中間処理業
　□一般廃棄物処分業 再利用できる物に生かしていく心

　『もったいない』は、当社の合い言葉です。

〈本　社〉
〒121-0815　東京都足立区島根1－2－3　
〈事業所〉
〒340-0835　埼玉県八潮市浮塚118
TEL：048-996-0101 / FAX：048-997-2577
http://www.kyowakogyo-kk.co.jp/

■製鋼原料（鉄スクラップ・非鉄金属）
　□産業廃棄物中間処理業
　□産業廃棄物収集運搬業

ISO14001認証取得
代表取締役社長　杉　本　義　幸

上杉メタル工場
〒314-0111 茨城県神栖市南浜3-206
T E L 0 2 9 9 - 7 7 - 8 2 6 4

http://www.uesugibussan.co.jp/

株式会社上杉物産

代表取締役　上　杉　剛　史

鉄・非 鉄 屑 売 買
解 体 工 事
産業廃棄物中間処理

株式会社門倉商店
〒239-0831 横須賀市久里浜1丁目2000番地

ＴＥＬ046-834-1122番（代）
ＦＡＸ046-834-3952番

代表取締役社長　西　谷　年　弘

本社工場　〒314‐0141
茨城県神栖市居切1 2 3 0番地 3 8
ＴＥＬ 0 2 9 9‐8 2‐0 7 8 5 ㈹
ＦＡＸ 0 2 9 9‐8 2‐3 7 7 4 　

ISO14001認証取得工場

http://www.scrap.co.jp/

潮来工機株式会社

鉄屑・銅・ステンレス・アルミ
総　合　問　屋

www.kageshima.com

代表取締役社長　影　島　一　吉

〈本社工場〉
横浜市神奈川区恵比須町７番地６

ＴＥＬ０４５（４６１）５６５６　ＦＡＸ０４５（４６１）５６５９

〈鈴繁シッピングヤード〉
横浜市神奈川区鈴繁町４番地　鈴繁埠頭

ＴＥＬ＆ＦＡＸ０４５（４６１）０８４５

鉄屑加工処理・産業廃棄物中間処理

ステンレス屑・特殊金属屑売買
川崎市川崎区大川町１３番５号

TEL 044(333)4011  FAX 044(333)4014

太陽金属株式会社

製鋼原料 ・ 非鉄金属

床・壁・排水管
建物の3つの騒音源を抑えて
音のトラブルを解消。

太陽の光エネルギーを
電気エネルギーに。

ホームページ http://www.ishii-shoji.co.jp

高性能制振遮音材 太陽光発電システム

本社工場

高崎工場 群馬県高崎市倉賀野町3018
TEL．027-346-0551     FAX．027-346-0556

鹿島工場 茨城県神栖市東深芝16-29

石井商事㍿

14001

埼玉県八潮市鶴ケ曽根943
TEL．048-997-2171㈹  FAX．048-997-1738
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京
都
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7月1日は「鉄スクラップの日」資源循環型社会の発展を支える有力企業

配
合
率
の
伸
び
で

需
給
均
衡
見
込
み

業
界
全
体
の
発
展

ラ
イ
セ
ン
ス
化
重
要

国
際
的
視
点
・
長
期

的
な
感
覚
が
必
要

25
年
自
給
率
100
％

輸
出
ス
タ
ー
ト
へ

選
別
能
力
増
強

に
投
資
集
ま
る

冒
頭
、
2
0
1
8
年
を
振
り

返
り
、
中
国
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
の

総
消
費
量
は
同
27
％
増
の
1
・

9
億
㌧
に
増
加
し
た
点
に
触
れ

「
そ
の
う
ち
転
炉
の
ス
ク
ラ
ッ

プ
配
合
比
率
は
18
・
6
％
増
、

電
炉
は
0
・
3
％
増
と
い
ず
れ

も
増
加
し
、
全
体
の
ス
ク
ラ
ッ

プ
使
用
比
率
は
20
％
だ
っ
た
。

鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ
の
総
消
費
量
、

鉄
鋼
生
産
に
お
け
る
配
合
量
、

使
用
比
率
の
3
つ
の
指
標
は
、

地
条
鋼
排
除
後
、
史
上
最
高
レ

ベ
ル
に
達
し
て
お
り
、
ス
ク
ラ

ッ
プ
の
大
量
消
費
が
新
た
な
転

換
期
に
突
入
し
て
い
る
と
み
て

い
る
」
と
総
括
。

続
い
て
19
年
は
「
価
格
連
動

す
る
鋼
材
価
格
の
維
持
が
カ

ギ
」
と
し
、
好
調
が
維
持
さ
れ

れ
ば
鉄
鋼
メ
ー
カ
ー
の
利
益
確

保
に
よ
り
ス
ク
ラ
ッ
プ
需
要
は

大
き
く
減
少
し
な
い
が
、
大
き

な
値
上
が
り
も
な
い

だ
ろ
う
と
予
測
。
そ

の
理
由
と
し
て
ス
ク

ラ
ッ
プ
価
格
が
上
が

れ
ば
溶
銑
コ
ス
ト
の

優
位
性
が
高
ま
り
鉄

鉱
石
の
使
用
量
が
増

え
る
た
め
と
ま
と
め

た
。ま

た
現
在
、
中
国

の
電
炉
メ
ー
カ
ー
が

抱
え
る
課
題
と
し
て
、
転
炉
製

鋼
に
対
し
高
い
コ
ス
ト
を
指

摘
。「
ス
ク
ラ
ッ
プ
の
比
較
的
な

高
値
と
電
気
料
金
の
高
騰
が
影

響
し
て
い
る
」と
し
な
が
ら「
政

府
は
鉄
鋼
産
業
に
お
け
る
高
炉

か
ら
電
炉
へ
切
り
替
え
る
構
造

改
革
を
要
求
し
て
い
る
。
こ
の

実
現
に
は
電
炉
製
鋼
の
比
率
を

上
げ
る
し
か
な
い
」
と
言
及
。

鉄
鋼
備
蓄
量
は
25
年
に
1
2
0

億
㌧
に
な
り
、
ス
ク
ラ
ッ
プ
発

生
量
は
3
億
㌧
水
準
に
な
る
見

通
し
。
中
国
に
お
い
て
ス
ク
ラ

ッ
プ
業
は
巨
大
な
潜
在
力
を
秘

め
る
産
業
で
、
政
府
は
今
年
7

月
か
ら
鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ
を
輸
入

制
限
固
体
廃
棄
物
の
管
理
リ
ス

ト
に
登
録
す
る
予
定
だ
が
、
こ

こ
か
ら
除
外
で
き
る
よ
う
積
極

的
に
働
き
か
け
て
い
る
状
況

だ
」
と
展
望
と
足
元
の
取
組
み

を
述
べ
た
。

日
本
鉄
リ
サ
イ
ク
ル
工
業
会
は
、
6
月
15
日
に
開
催
し
た

第
8
回
国
際
鉄
リ
サ
イ
ク
ル
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
テ
ー
マ
「
鉄
リ

サ
イ
ク
ル
ビ
ジ
ネ
ス
は
よ
り
グ
ロ
ー
バ
ル
に
」）の
第
二
部
に

お
い
て
、「
鉄
リ
サ
イ
ク
ル
業
の
劇
的
な
環
境
変
化
と
未
来
」

と
題
し
て
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。

パ
ネ
リ
ス
ト
は
、
斉
合
環
保

集
団
の
ヘ
ン
リ
ー
・
シ
ン
社
長
、

デ
イ
ヴ
ィ
ス
・
イ
ン
デ
ッ
ク
ス

社
の
シ
ョ
ー
ン
・
デ
ヴ
ィ
ッ
ド

ソ
ン
社
長
、
鉄
リ
サ
イ
ク
リ
ン

グ
・
リ
サ
ー
チ
の
林
誠
一
社
長
、

韓
国
鉄
鋼
協
会
の
シ
ン
・
グ
ァ

ン
・
セ
ブ
室
長
、
韓
国
鉄
鋼
資

源
協
会
の
リ
ム
・
ス
ウ
ン
・
テ

ー
会
長
の
5
人
。
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
は
同
工
業
会
の
安
東
元

吉
・
国
際
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
委
員

長
（
青
南
商
事
社
長
）
が
務
め

た
。登

壇
し
た
パ
ネ
リ
ス
ト
各
氏

の
コ
メ
ン
ト
内
容
は
次
の
通

り
。▽

ヘ
ン
リ
ー
・
シ
ン
社
長
＝

「
中
国
の
鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ
消
費

量
は
年
間
2
・
2
億
㌧
と
な

り
、計
画
通
り
増
加
し
て
い
る
。

製
鋼
に
お
け
る
鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ

配
合
率
の
高
ま
り
も
あ
っ
て
、

1
億
8
8
0
0
万
㌧
が
中
国
の

鉄
鋼
メ
ー
カ
ー
で
使
用
さ
れ
て

い
る
。
中
国
が
世
界
で
も
っ
と

も
鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ
を
発
生
さ

せ
、
か
つ
使
用
し
て
い
る
国
で

あ
る
こ
と
を
再
確
認
し
て
お
き

た
い
。
ま
た
、
2
0
2
5
年
ま

で
に
中
国
の
鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ
発

生
量
は
2
・
8
億
―
3
億
㌧
、

30
年
に
は
3
・
3
―
3
・
5
億

㌧
に
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る

が
、
製
鋼
に
お
け
る
配
合
率
も

30
％
ま
で
伸
び
る
と
考
え
ら

れ
、
消
費
量
増
加
が
予
想
さ
れ

る
た
め
、
国
内
で
需
給
は
均
衡

す
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
鉄
ス
ク

ラ
ッ
プ
は
グ
ロ
ー
バ
ル
商
品
で

あ
る
と
い
う
認
識
か
ら
、
貿
易

の
道
を
絶
っ
て
は
な
ら
な
い
と

考
え
て
い
る
中
国
企
業
も
あ

る
。
常
に
国
際
的
な
観
点
を
持

っ
て
い
る
こ
と
は
重
要
だ
」

▽
シ
ョ
ー
ン
・
デ
ヴ
ィ
ッ
ド

ソ
ン
社
長
＝
「
リ
サ
イ
ク
ル
企

業
各
社
が
ど
の
よ
う
な
設
備
や

技
術
を
も
っ
て
い
る
か
は
も
ち

ろ
ん
重
要
だ
が
、
ラ
イ
セ
ン
ス

化
す
る
こ
と
も
重
要
に
な
っ
て

く
る
と
考
え
る
。
卓
越
し
た
組

織
形
態
や
工
程
プ
ロ
セ
ス
を
備

え
た
企
業
が
、
ほ
か
の
経
営
者

に
教
育
・
共
有
す
る
よ
う
な
シ

ス
テ
ム
を
構
築
で
き
れ
ば
、
業

界
全
体
の
効
率
ア
ッ
プ
、
ひ
い

て
は
発
展
に
も
つ
な
が
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
」

▽
林
誠
一
社
長
＝
「
足
元
の

相
場
変
化
は
確
か
に
経
営
を
考

え
る
う
え
で
は
非
常
に
重
要
な

問
題
だ
が
、一
歩
踏
み
越
ん
で
、

よ
り
国
際
的
な
視
点
を
す
べ
て

の
業
界
関
係
者
が
持
つ
べ
き
だ

ろ
う
。
グ
ロ
ー
バ
ル
視
点
・
長

期
的
な
感
覚
の
2
つ
が
事
業
運

営
に
お
い
て
は
必
要
に
な
っ
て

く
る
と
考
え
る
」

▽
シ
ン
・
グ
ァ
ン
・
セ
ブ
室

長
＝
「
韓
国
鉄
鋼
産
業
の
足
元

の
需
要
は
、
自
動
車
・
建
設
と

も
に
か
な
り
弱
い
。
鉄
ス
ク
ラ

ッ
プ
の
需
要
も
下
が
る
と
予
想

す
る
。
韓
国
の
鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ

自
給
率
に
目
を
向
け
る
と
、
2

0
1
5
年
か
ら
18
年
ま
で
3
年

連
続
で
80
％
強
と
横
ば
い
で
推

移
。
20
年
に
は
90
％
を
超
え
、

25
年
に
は
1
0
0
％
を
超
え
る

と
考
え
ら
れ
、
い
よ
い
よ
鉄
ス

ク
ラ
ッ
プ
輸
出
が
は
じ
ま
る
の

で
は
な
い
か
と
言
わ
れ
て
い

る
。
将
来
を
見
据
え
て
、
す
で

に
港
湾
整
理
・
品
質
向
上
な
ど

の
準
備
を
始
め
て
い
る
」

▽
リ
ム
・
ス
ウ
ン
・
テ
ー
会

長
＝
「
韓
国
は
雑
品
を
中
国
に

輸
出
し
て
い
た
も
の
の
、
昨
年

末
に
中
国
が
雑
品
禁
輸
対
応
を

取
り
、
韓
国
国
内
は
当
惑
し
て

い
る
と
い
う
の
が
現
実
。
韓
国

で
は
鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ
は
廃
棄
物

に
分
類
さ
れ
て
い
た
が
、
18
年

に
法
律
が
改
正
さ
れ
、
現
在
は

廃
棄
物
で
は
な
く
資
源
と
し
て

扱
わ
れ
る
法
的
な
根
拠
を
得

た
。
こ
れ
に
よ
り
リ
サ
イ
ク
ル

へ
の
さ
ら
な
る
進
歩
が
見
込
ま

れ
る
。
従
来
は
鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ

の
加
工
・
サ
イ
ジ
ン
グ
に
注
力

し
て
い
た
が
、
い
ま
は
選
別
能

力
に
設
備
投
資
を
し
て
い
る
企

業
が
多
い
」

韓
国
の
2
0
1
9
年
の
粗
鋼

生
産
見
通
し
は
転
炉
鋼
が
前
年

比
0
・
4
％
減
の
4
8
1
0
万

㌧
と
小
幅
減
に
と
ど
ま
る
も
の

の
、
電
炉
鋼
は
同
3
・
4
％
減

の
2
3
3
0
万
㌧
に
減
る
と
し

た
。
土
木
需
要
の
低
迷
に
加
え

て
住
宅
建
築
も
減
少
傾
向
に
あ

り
、
建
設
用
鋼
材
需
要
の
低
迷

が
続
く
な
か
、「
今
年
1
―
4
月

で
鉄
筋
棒
鋼
類
の
輸
入
が
前
年

同
期
比
で
30
％
以
上
増
加
し
て

い
る
」
な
ど
輸
入
製
品
の
増
加

が
電
炉
生
産
減
に
つ
な
が
っ
て

い
る
。

鋼
材
需
要
減
に
伴
い
、
韓
国

の
鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ
需
要
は
同
0

・
9
％
減
の
2
9
9
0
万
㌧
を

予
想
し
た
。
一
方
で
韓
国
メ
ー

カ
ー
は「
コ
ス
ト
削
減
の
た
め
、

鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ
炉
前
在
庫
を
低

水
準
に
し
て
い
る
」
も
の
の
、

供
給
面
で
は
工
場
発
生
ス
ク
ラ

ッ
プ
が
不
足
。
韓
国
の

ス
ク
ラ
ッ
プ
自
給
率
は

15
年
か
ら
3
年
連
続
で

80
％
を
超
え
て
い
た

が
、
18
年
に
続
き
19
年

見
通
し
は
と
も
に
80
％

台
を
割
り
込
む
見
通
し

と
い
う
。

19
年
の
鉄
ス
ク
ラ
ッ

プ
の
輸
入
量
は
6
5
3

万
3
0
0
0
㌧
と
同
1

・
3
％
増
を
想
定
す
る
。
メ
ー

カ
ー
各
社
は
環
境
変
化
に
対
応

し
や
す
い
近
距
離
か
ら
の
鉄
ス

ク
ラ
ッ
プ
調
達
を
進
め
る
傾
向

に
あ
り
、
日
本
か
ら
の
輸
入
が

伸
び
る
一
方
で
米
国
か
ら
は
大

幅
に
減
少
し
て
い
る
と
し
、「
こ

の
ト
レ
ン
ド
は
続
く
」
と
の
見

解
を
示
し
た
。

今
後
の
懸
念
材
料
は
低
品
位

鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ
の
流
入
増
で
中

国
の
雑
品
輸
入
禁
止
以
降
、
韓

国
で
も
ス
ク
ラ
ッ
プ
の
品
質
問

題
が
発
生
。
輸
入
さ
れ
た
ス
ク

ラ
ッ
プ
に
ダ
ス
ト
や
非
鉄
類
が

混
入
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て

い
る
と
指
摘
。「
わ
れ
わ
れ
が
中

心
と
な
っ
て
き
め
細
や
か
な
管

理
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ

る
」
と
し
、
今
後
は
「
韓
国
で

も
輸
入
ス
ク
ラ
ッ
プ
の
品
質
管

理
が
強
化
さ
れ
て
い
く
だ
ろ

う
」
と
述
べ
た
。

中国廃鋼鉄応用協会
副秘書長

韓国鉄鋼協会 室長

シン・グァン・セブ氏

フォン・フ・リン氏

スクラップ大量消費に新たな転換期

「中国鉄スクラップ産業
2018年の状況と2019年の展望」

メーカー近距離調達続く見通し

「鉄スクラップ産業の
2018年の状況と2019年の展望」
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